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＜連絡事項＞

･本多　富美様～4/23鼻汁・鼻閉訴えあり、内科診察にて臨時薬処方となっていました。

１）タベジール　2T　　　　　2×1

　　　　　　　　２）レスプレン（20）3T　　　3×1　

　　　　　　　　３）オラドールトローチ4Ｔ　4×1

　　　　　　　　症状改善した事から、主治医へ情報提供し飲みきり止めとし、様子観察の指示がありました。引き続きバイタルサイン及び身体不調の有無について観察・確認をしていきましょう。

･滝澤　久江様～4/23風邪症状（咽頭痛・咳嗽）持続している事から、内科診察にて臨時薬処方となっていました。

　　　　　　１）サワシリン（250ｍ）3Ｃ

　　　　　　　　　　ヨウフェナック（25）3Ｔ

　　　　　　　　　　レスプリン（20）3Ｔ　　　3×1　

　　　　　　　　２）オラドールトローチ4Ｔ　　4×1　
症状改善した事から、内科医へ情報提供し飲みきり止めとし、様子観察の指示がありました。引き続きバイタルサイン及び身体不調の有無について観察・確認をしていきましょう。

･佐藤　節子様～右上下歯の歯痛あり、院内歯科予約をしています。4/27受診予約となっています。

･江刺家恵子様～昨日、ご家族の面会があり6月末頃に自宅退院を考えている事とのお話がありました。退院前の外泊訓練については、正月やお盆外泊など問題無く出来ている事から、御家族・主治医とも必要ないと話されています。現在ご自宅を改築中との事で、ご自宅での生活や通院手段等を含め退院前訪問指導や自立支援法申請等、ご家族のニーズを踏まえながら、5月中を目安にスケジュールを組んで行きましょう。担当スタッフは下平SWとも連携し進めて下さい。

＜皮膚科連絡事項＞

･井上　和美様～陰部の急性湿疹の改善が見られない為、デルモベート軟膏からデルモゾールG軟膏へ変更となっています。軟膏処置時の皮膚状態の観察及び、掻痒感の有無、清潔について患者様へ指導していきましょう。

･来週5/3が祝日の為、5/2の南病棟の診察後に北病棟の診察を行って頂くよう、5/1に藤原SGMが確認します。

＜安ヶ平Dr診察連絡事項＞

･元沢　政治様～4/24.25と夜間2時頃の覚醒で睡眠状態が不安定である旨、Drへ報告しています。来週の定期薬よりネルボン(5) 1T～グットミンへ変更予定となっています。日中の活動状況及び夜間の睡眠状況の確認をしていきましょう。

＜注目患者様ケア状況＞

・滝澤　久江様～風邪症状も改善され薬も止めとなった事から、午前中歩行運動及び筋力トレーニングについて本人とお話しています。8:30～30分の歩行運動、9:00～30分間の筋力トレーニングを行う確認をし本人了承されています。明日より実施をお願いします。

＜SSTセッション評価＞

Aグループ　

短期目標について、半数の方が忘れており振り返っている。目標を達成された方を良い見本としてロールプレイを設定し、患者様も拒否なく行う事ができている。

Bグループ

参加者6名と少なかった為、（1名外泊、2名風邪症状あり安静臥床の為）テーブルを囲み和気あいあいとした雰囲気で行う事ができた。発言も多く、患者様自ら他患者様への問いかける場面も見られた。

Cグループ

全体として静かな雰囲気だった。外出プログラム（花見）もある為、バスの乗り方についてわからない事について意見交換を行った。

Dグループ

練習も積極的で比較的、自然に会話が出来ていたが一方で短期目標の覚え間違いがあった。

※短期目標について、忘れている方や覚え間違いをされている方に対してどのようなアプローチをしていく必要があるか、検討が必要と思われます。患者様自らが必要と思い設定した目標ならば、看護計画にも反映されてよいものと考えます。日々の介入によって意識付けを図っていく必要性も含め、SSTだけでなく看護・介護はきちんと患者様を理解(評価)し、関連性をもったケアを提供して行きましょう。


































